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上級【ソーシャル・スキル・トレーニング７ あたたかい言葉かけ】

１ プログラム名 「あたたかい言葉かけ」
２ 指導のねらい

言葉によって、相手を気持ちよくさせたり、不快にさせたりできる 「つめたい言葉」は、相手を。
落ち込ませたり不快にさせたりし 「あたたかい言葉」は、相手を気持ちよくさせ、人間関係を深め、
たりする。本プログラムでは、自分の発する言葉が、相手にどのような影響を与えるのかに気付き、
「ほめる 「励ます 「心配する 「感謝する」等のあたたかい言葉掛けを、状況に応じて使い分けら」 」 」
れるようになることを目指す。

３ 獲得目標とするスキル
〇相手の気持ちを考え、お世辞ではない、心からの「あたたかい言葉」をかけられるようになる。

４ 展開

場面 教師の発問（○ ・指示（●） 生徒の反応・行動 留意点 時間）

●今日は「相手への言葉かけ」について勉強しま
す。

●何かに失敗して落ち込んでいる時に、優しい言 ・言葉には「感情に働きか
葉をかけられると元気が出てきます。また、成 ける力」のあることを理

イ 功して喜んでいる時に、それを認めてくれる言 解させる。
ン 葉をかけられると嬉しくなります。こんなふう
ス に「言葉」には、人を気持ちよくさせる働きが
ト あるのです。

5ラ ○さて、それでは「落ち込んでいる人」にどんな ・どうしたの？
ク 言葉をかけたら元気になるでしょうか。 ・私でよかったら話して？
シ ○喜んでいる人には、どんな言葉をかけたらいい ・よかったね。 ・どんな言葉が相手を気持
ョ でしょうか。 ・おめでとう。 ち良くさせるか考えさせ
ン ●そうですね。そのような言葉をかけられると、 る。

気持ちよくなりますよね、では、具体的な場面
を使って 練習したいと思います 「盗難にあ。
って落ち込んでいる場面」と「内定が決まって
喜んでいる場面」です。

●それでは ワークシートに書いてある 場面１ ・代表生徒は前に出て演じる。 ・代表生徒をあらかじめ決、 「 、
２」をやってみますね。○○さんと△△さん、 ・それ以外の生徒は、デモンストレー めておく。

モ お願いします。 ションを見る。
「 」 、デ ○△△さん、どんな声掛けをされて嬉しかったで ・ どうしたの？ と声を掛けてくれて

リ すか？ 心配してもらったこと。

10ン ●それでは、相手を気持ち良くさせる「あたたか
グ い言葉」について整理しましょう。

○まず、態度はどうだったでしょうか？ ・相手に近づく、相手の状況に合わせ ・ポイントを板書する。
た声の大きさ。

○気持ちはどうだったでしょうか？ ・励ます、思いやる。

●それでは、実際にやってもらいます。近くの人 ・３人組のグループを作り、最初の役 ・３人で割り切れない場合
と３人でグループを作ってください。グループ 割を決める。 は、４人グループを作っ
ができたら 「落ち込んでいる生徒 「声を掛け て 「観察者」を２人にす、 」 、
る生徒 「観察者」を決めて下さい。 る。」

●役割が決まったら、黒板を見て下さい。 ・ポイントを理解し、グループ毎に実 ・各グループの活動を観察
「落ち込んでいる人」に声をかける場面で「良 演する。 し、必要に応じて指示す
かったところ」は、○○でしたね。各グループ る。
で、その良かったところを実施できるように、
練習して下さい。

「 、●終わったら、どこが良かったか振り返って下さ ・ 振り返り」をしっかり行う。 ・きちんと振り返りを行い
い。もしも仮に「こうしたらもっといい」とい ・ 良いところ」に注意しながら、再演 よりよい「言葉掛け」が「
うところがあったら、それも伝えて下さい。 する。 できるようにさせる。

25●それでは、もう一度やってみましょう。 ・グループ毎に実演する。
リ ＜同じように３回繰り返し、全員がそれぞれの
ハ 役割を経験する＞
｜ ●続いて「喜んでいる生徒」に声をかけることを ・ポイントを理解し、グループ毎に実
サ 実施します。同じグループで役割を決めて下さ 演する。
ル い。

●役割が決まったら、黒板を見て下さい。
「喜んでいる人」に声をかける場面で「良かっ
たところ」は、△△でしたね。各グループで、
その良かったところを実施できるように、練習
して下さい。

。●終わったら、どこが良かったか振り返って下さ ・ 振り返り」をしっかり行う「
い。もしも仮に「こうしたらもっといい」とい ・ 良いところ」に注意しながら、再演「
うところがあったら、それも伝えて下さい。 する。

●それでは、もう一度やってみましょう。 ・グループ毎に実演する。
＜同じように３回繰り返し、全員がそれぞれの
役割を経験する＞

●今日は 「あたたかい言葉かけ」について練習 時間があれば、数人の感想、 ・

しました。 を聞く。
●落ち込んでいる人を励まそうとして声をかけた ・相手の気持ちが一番大切だというこ

フ のに 「余計なお世話だ」と言われてしまった とに気付く。、
、 。 、 「 」ィ ら ショックですね でも時に 自分は 親切

、 「 」｜ だと思っても 相手にとっては おせっかい

10ド と感じられることもあるのです。その時には深
バ 入りせず 「話したくなったら話してね」と、、
ッ いつでも待っているということを相手に伝える
ク だけで終わりにしてください。その繋がりさえ

確保しておけば、何とかなります。その人は、
その時には、まだ相談できるだけの状態になか
ったのですから。

５ その他
「あたたかい言葉」は、人間関係を良くする。演習で実施したことを日常の中に取り入れ、親密性
のある学級作りに役立てたい。

板書例
落ち込んでいる人 「相手の近くに行く 「落ち着いた声で言う 「 肩を叩きながら言う」」 」
喜んでいる人 「相手に近づく 「落ち着いた声で言う 「笑顔で言う」」 」

工夫のポイント
１時間の中で２つの

プログラムを実施で
きない場合には、ど
ちらか一方のみを実
施する。その他、よ
り実際的な場面を想
定しても構わない。

工夫のポイント
、SHR などの短い時間を使って

いろいろな友だちにあたたかい言
葉かけをするなど継続的にはたら
きかけることにより定着を図ると
効果的である。
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上級【ソーシャル・スキル・トレーニング７ あたたかい言葉かけワークシート】

場 面 １

１ 場面

・移動教室の時に、うっかり教室の鞄の中に置きっ放しにしてしまった財布の中から現金が盗
まれてしまった。そのお金は、学校帰りに参考書を買おうとして親からもらったものだった。
現金盗難の事実を知り、とても落ち込んでいる。

２ 役割設定

・生徒Ａ 現金をなくして落ちこむ生徒
・生徒Ｂ 落ちこむ生徒Ａをはげます生徒

３ リハーサルの流れ

・生徒Ａは、現金がなくなっていることに気付いて落ち込んでいる。
・生徒Ｂは、落ち込んでいるＡを見て 「どうしたの」と声を掛ける。その後、Ａを励ます。、

場 面 ２

１ 場面

・難しいと言われていた就職試験の結果を受けとって、無事「内定」が決定した場面。

２ 役割設定

・生徒Ａ 就職試験に内定をして喜んでいる生徒
・生徒Ｂ 喜んでいる生徒Ａに声をかける生徒

３ リハーサルの流れ

・ 生徒Ａは 「内定」の通知を受け取り、喜んでいる。、
・ 生徒Ｂは、喜んでいるＡを見て声をかける。その後、Ａの喜びを共有する言葉をかける。

あたたかい言葉かけとは

「事実（相手の様子 」＋「感情語（すごい、ありがとう、うれしい など 」） ）

（例 「あんな難しい試験に合格するなんて、本当にあなたはすごい人だね 」） 。

言葉かけの２つのタイプ

①あたたかい言葉かけ

「ほめる 「はげます 「心配する 「感謝する」など（＝相手を肯定し、よい気持ちにさせる）」 」 」

②つめたい言葉かけ

「けなす 「バカにする 「欠点を指摘する」など（＝相手を否定し、嫌な気持ちにさらせる）」 」

あたたかい言葉かけをする上での留意点

①相手に近づき、相手に身体を向けて、きちんと相手を見る。

②相手に聞こえる声で、はっきりという （落ち込んでいる人には「静かな口調」で、喜んでいる人。

には「明るい口調」で話しかける）

③表情は軟らかく、相手に構えさせないようにする。
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上級【ソーシャル・スキル・トレーニング７ あたたかい言葉かけのシナリオ例】

落ち込んでいる場面

生徒Ｂ１「Ａ君、何かあったの？ いつもの元気がないね 」。

生徒Ａ１「ああＢ君くん、実は、鞄の中に入れておいた金がなくなっちゃったんだよ 」。

生徒Ｂ２「金が無くなったの？ だから元気がなかったんだ 」。

生徒Ａ２「そうなんだよ。帰りに参考書を買おうと思って、今朝母さんからもらってきたのに 」。

生徒Ｂ３「今朝、無理言って、お母さんからもらってきたお金だったんだ 」。

生徒Ａ３「そうなんだよ。参考書は買えなくなるし、お母さんには何て言って良いかわからない

し、ホント頭に来る 」。

生徒Ｂ４「そうだよね。盗んだ奴を見つけたら、ぶん殴ってやりたいよね 」。

生徒Ａ４「あ～あ、お金戻ってこないかなぁ 」。

以下、アドリブで続ける。

喜んでいる場面

生徒Ｂ１「Ａ、やけに嬉しそうだね。何か良いことでもあったの？」

生徒Ａ１「いやぁＢ、よくぞ聞いてくれた。実はね、あの難関だと言われていた企業から内定を

もらったんだよ 」。

生徒Ｂ２「へぇ、それはおめでとう。良かったねぇ 」。

生徒Ａ２「いやぁ、ありがと、ありがと 」。

生徒Ｂ３「やっぱりＡだよ。性格は良いし学校は休まないし何でも一生懸命やってたもんなぁ 」。

生徒Ａ３「まぁ、そうでもないけどね 」。

生徒Ｂ４「天は自ら助くる者を助くってか。俺もあやかりてぇなぁ 」。

生徒Ａ４「まぁそのうち、Ｂにも良い風が吹いてくるよ 」。

以下、アドリブで続ける。


